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障
害
者
の
方
が
自
立
し
た
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
の
特
性
や
利
用
者
の
状

況
に
応
じ
た
柔
軟
な
事
業
形
態
に

よ
り
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
利
用
者
負
担
は
、
各
事

業
の
実
施
主
体
で
定
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
補
装
具
給
付
制
度

と
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

は
、
個
別
給
付
で
あ
る
「
補
装
具

費
」
と
、
地
域
生
活
支
援
事
業
に

よ
る
「
日
常
生
活
用
具
給
付
」
に

そ
れ
ぞ
れ
再
編
さ
れ
ま
す
。

●
補
装
具
お
よ
び
日
常
生
活

用
具
の
種
目
が
一
部
変
更

補
装
具
（
車
い
す
、
装
具
、
補

聴
器
等
）、
日
常
生
活
用
具
（
特

殊
ベ
ッ
ド
、
住
宅
改
修
等
）
の
種

目
の
一
部
が
下
記
の
と
お
り
、
変

更
、
ま
た
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

●
補
装
具
の
利
用
者
負
担
と

支
給
の
し
く
み

補
装
具
の
利
用
者
負
担
は
、
今

ま
で
の
所
得
に
応
じ
た
応
能
負
担

か
ら
、
定
率
1
割
負
担
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
所
得
に
応
じ
て
一

定
の
負
担
上
限
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
は
、
自
立
支
援
の
観
点
か
ら
、
こ

れ
ま
で
障
害
種
別
（
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
）
ご
と
に
異
な

る
法
律
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
て
き
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
公
費

負
担
医
療
等
を
共
通
の
制
度
の
も
と
で
一
元
的
に
提
供
す
る
仕

組
み
を
創
設
す
る
も
の
で
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法

平
成
18
年
10
月

施
行
分
に
つ
い
て

地
域
生
活
支
援
事
業
が

始
ま
り
ま
す

こ
の
制
度
は
、
今
年
4
月
1
日
か
ら
段
階
的
に
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
（
平
成
18
年
2
月
25
日
、
3
月
25

日
発
行
の
市
広
報
参
考
）。
今
回
は
、
10
月
施
行
分
の

一
部
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■事業内容

支　　　　　援

補
装
具
と
日
常
生
活
用
具

の
制
度
が
変
更
さ
れ
ま
す

■補装具・日常生活用具とは

■種目の一部変更
補　　　装　　　具 日常生活用具

点字器

日常生活用具

へ移行

重度障害者用意思伝達装置 補装具へ移行

頭部保護帽

浴槽（湯沸器）
パーソナルコンピュータ

廃　　止

人工喉頭

歩行補助つえ（1本つえのみ）

収尿器

ストマ用装具

色めがね 廃　　止

補　　　装　　　具 日常生活用具

次の3つの要件をすべて満たすもの
①身体の欠損または損なわれた身体機能を
補完、代替するもので、障害個別に対応
して設計・加工されたもの
②身体に装着（装用）して日常生活、また
は就学・就労に用いるもので、同一製品
を継続して使用するもの
③給付に際して専門的な知見（医師の判定
書、または意見書）を要するもの

次の3つの要件をすべて満たすもの
①安全かつ容易に使用できるもので、実用
性が認められるもの

②日常生活上の困難を改善し、自立を支援
し、社会参加を促進するもの

③製作や改良、開発にあたって障害に関す
る専門的な知識や技術を要するもので、
日常生活品として一般的に普及していな
いもの

【市】

・相談支援（関係機関との連絡調整、

権利擁護等）

・コミュニケーション支援（手話通

訳派遣等）

・日常生活用具給付等

・移動支援事業

・地域活動支援センター（創作的活

動、生産活動の機会提供、社会と

の交流促進等）

・その他の日常生活または社会生活

支援

【県】

・専門性の高い相談支援

・広域的な対応が必要な事業

・人材育成等
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ま
た
補
装
具
の
支
給
は
、
こ
れ

ま
で
の
補
装
具
の
現
物
支
給
か
ら
、

補
装
具
費
（
購
入
費
、
修
理
費
）

の
支
給
へ
と
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

※
一
時
的
に
全
額
自
己
負
担
額
が

大
き
く
な
る
と
き
は
、
市
か
ら

業
者
に
9
割
の
金
額
を
支
払
う

「
代
理
受
領
」
の
利
用
も
可
能

で
す
。

な
お
、
日
常
生
活
用
具
給
付
に

つ
い
て
は
、
市
広
報
で
追
っ
て
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

◆
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
蕁
24
―
7
0
3
3

Fax
24
―
4
5
1
6
ま
た
は
各
総

合
支
所
健
康
福
祉
課

在
宅
の
視
覚
障
害
者
で
、
近
隣

の
生
活
範
囲
や
通
勤
先
な
ど
で
、

日
常
生
活
に
応
じ
た
歩
行
訓
練
を

希
望
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
者

在
宅
の
視
覚
障
害
者

で
、
原
則
、
白
杖
を
使
っ
た
基

礎
的
な
歩
行
が
で
き
る
方

▽
内
容

歩
行
訓
練
士
が
、
受
講

者
の
生
活
範
囲
や
通
勤
先
を
訪

問
し
、
日
常
生
活
に
合
わ
せ
て

白
杖
を
使
っ
た
歩
行
訓
練
を
行

い
ま
す
。

▽
訓
練
時
間

1
回
当
た
り
約
3

時
間
の
訓
練
（
10
回
限
度
）

▽
費
用

1
時
間
当
た
り
2
、
5

0
0
円
（
歩
行
訓
練
士
の
交
通

費
等
は
兵
庫
県
が
負
担
）

※
次
に
該
当
す
る
方
は
、
費
用
免

除
が
あ
り
ま
す
。

・
生
活
保
護
世
帯→

全
額
免
除

・
市
県
民
税
が
非
課
税
も
し
く
は

均
等
割
の
み
の
方→

半
額
免
除

▽
申
請
書
類

①
訪
問
型
歩
行
訓
練
事
業
受
講
申

込
書
（
社
会
福
祉
課
、
各
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
に
置
い
て
い

ま
す
）

②
平
成
18
年
度
所
得
課
税
証
明
書

（
税
務
課
窓
口
で
発
行
）

③
生
活
保
護
受
給
証
明
書
（
生
活

保
護
世
帯
の
み
必
要
）

④
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

▽
提
出
期
限

12
月
15
日（
金
）

▽
そ
の
他

・
募
集
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、

必
要
性
が
高
い
方
を
優
先
し
、

選
考
し
ま
す
。

・
受
講
希
望
時
期
が
集
中
し
た
場

合
は
、
希
望
時
期
に
受
講
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
申
請
・
問
合
せ
》
財
団
法
人

兵
庫
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

〒
6
5
1
―
0
0
6
2

神
戸

市
中
央
区
坂
口
通
2
―
1
―
18

兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

蕁
0
7
8
―
2
2
2
―
5
5
5
6

Fax
0
7
8
―
2
2
2
―
5
5
6
4

市
で
は
、
今
年
10
月
か
ら
、
兵

庫
県
精
神
障
害
者
相
談
員
に
よ
る

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
相
談
会
を

各
地
域
で
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
相
談
日
時
や
会
場
に
つ

い
て
は
、
毎
月
10
日
発
行
の
市
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
蕁
24
―
7
0
3
3

■補装具費の利用者負担のしくみ

■補装具費の支給のしくみ（償還払い）

『
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

相
談
会
』の
開
催
に
つ
い
て

視
覚
障
害
者
歩
行
訓
練

希
望
者
の
募
集

一　般�
37,200円�

低所得2�
24,600円�

低所得1�
15,000円�

生活保護�
0円�

市
民
税
非
課
税
世
帯�

負
担
額�

補装具価格�

定率負担（1割）�
（補装具価格に応じ）�

月額負担上限�
（所得に応じ）�

月額負担上限額は、�
個々の申請者ごとに認定�

ただし、障害者本人、または世帯員のいずれかが一定所得以上の
場合（※）には、補装具費の支給対象外とする。�
※一定所得以上の場合とは、本人、または世帯員のうち市民税所
得割の最多納税者の納税額が50万円以上の場合とする。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆
蟆蟆蟆蟆�

所得にのみ着目した応能負担�
蛬�

定率1割負担と所得に応じた月額負担上限額の設定�

滷費用給付決定（種目・金額）�
※申請者が適切な業者の選定に必�
　要となる情報の提供�
澀費用の支払い（補装具費の支給）�

漓費用給付申請�
澁費用支払いの請求（9割の金額）�

漓-1意見照会�
　　判定依頼�

潸補装具の購入（修理）�
　費支払い�

漓-2意見書の交付�
判定書の交付�

潺製品の引渡し�

澆契約�

澆-1製作指導�
澆-2適合判定�

利用者�
（申請者）�

補装具製作�
（販売）業者�

市�

更生相談所等�
（指定育成医療機関・保健所）�


